
JP 4488300 B2 2010.6.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波振動子を含む超音波送受信部が内蔵され、体腔内に挿入される挿入部の先端部に
装着されて超音波伝達媒体液が充填される弾性部材により形成された超音波内視鏡用バル
ーン装置において、
　前記弾性部材により形成されたバルーン本体部と、
　このバルーン本体部に一体形成され、前記挿入部の先端部の外周に設けられたバルーン
装着溝に弾性装着される肉厚の環状部と、
　前記バルーン本体部に設けられた環状部を牽引切断するように、その環状部に埋設され
た牽引切断部材と、
　を具備することを特徴とした超音波内視鏡用バルーン装置。
【請求項２】
　前記バルーン本体部は、略袋状に形成され、その袋状の開口部分に前記肉厚の環状部が
形成されていることを特徴とした請求項１記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【請求項３】
　前記バルーン本体部は、略円筒形状に形成され、その円筒形状の両端の開口部分に前記
肉厚の環状部が形成されていることを特徴とした請求項１記載の超音波内視鏡用バルーン
装置。
【請求項４】
　前記牽引切断部材は、略円筒形状に形成された前記バルーン本体部の両端に設けられた
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環状部のいずれか一方に埋設されていることを特徴とした請求項３に記載の超音波内視鏡
用バルーン装置。
【請求項５】
　前記牽引切断部材は、略円筒形状に形成された前記バルーン本体部の両端に設けられた
環状部にそれぞれに埋設されると共に、前記バルーン本体部の内部空間に挿通されている
ことを特徴とした請求項３に記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【請求項６】
　前記牽引切断部材は、前記バルーン本体部の環状部に埋設され、その環状部から外部に
延出された部分に把持部が設けられていることを特徴とした請求項１乃至５のいずれかに
記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波内視鏡装置において、超音波振動子を含む超音波送受信部が内蔵され
た挿入部の先端部に装着されて、超音波伝達媒体液が充填される超音波内視鏡用バルーン
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波内視鏡は、超音波振動子を含む超音波送受信部が内蔵された先端部を有す
る挿入部を体腔内に挿入して生体組織へ超音波を送信し、生体組織から反射した反射超音
波により超音波断層画像を生成する。その生成された超音波断層画像に基づいて生体組織
内部の観察が医師等によって行われている。
【０００３】
　前記挿入部の先端部に内蔵されている超音波送受信部と生体組織の間は、密着されるこ
とが望ましく、超音波送受信部と生体組織の間に空隙が生じると、その空隙により超音波
が減衰して、所望の超音波断層画像が得られない。このために、前記超音波送受信部を内
蔵した挿入部の先端部には、ゴムなどの弾性部材により形成されたバルーンが装着され、
そのバルーン内に超音波伝達媒体液が充填される。
【０００４】
　この超音波伝達媒体液が充填されたバルーンを生体組織に密着させることにより、前記
挿入部の先端部に設けられた超音波送受信部から送信された超音波は、バルーン内の超音
波伝達媒体液を介して生体組織へと送信され、生体組織から反射された反射超音波もバル
ーン内の超音波伝達媒体液を介して前記超音波送受信部に入力される。
【０００５】
　この超音波送受信部が内蔵された前記挿入部の先端部にバルーンを装着可能な超音波内
視鏡は、例えば、特許文献１、及び特許文献２に提案されている。この特許文献１及び２
に提案されているバルーンが装着可能な超音波内視鏡の挿入部の先端部の構成について、
図９を用いて説明する。図９は、超音波振動子をモータにより機械的に回転駆動させて、
超音波振動子からの超音波を走査送信させる超音波内視鏡において、超音波内視鏡の挿入
部の先端部にバルーンが装着された状態を示す側面図である。
【０００６】
　超音波内視鏡の挿入部の先端部３０には、図示していない、観察窓、鉗子窓、送水送気
開口、吸水吸気開口等が設けられた先端硬質部３１と、この先端硬質部３１から連設して
突出形成された図示していない超音波振動子を含む超音波送受信部を内蔵した先端キャッ
プ部３２とから構成されている。この先端キャップ部３２の後端側の前記先端硬質部３１
と連設されている外周には、後述するバルーン２１が装着されるバルーン後端装着溝３５
が設けられ、前記先端キャップ３２の先端側の外周には、後述するバルーン２１が装着さ
れるバルーン先端装着溝３４が設けられている。更に、この先端キャップ部３２のバルー
ン後端装着溝３５の近傍の前記バルーン先端装着溝３４側に超音波伝達媒体液の送水及び
吸水用の送水吸水溝３３が設けられている。この送水吸水溝３３は、図示していないが、
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前記先端硬質部３１から挿入部に設けられている超音波伝達媒体液の送水及び吸水管路に
連通されている。
【０００７】
　前記先端キャップ部３２に装着されるバルーン２１は、ゴムなどの弾性部材により形成
された肉薄な略円筒形状のバルーン本体部２２と、そのバルーン本体部２２の両端の開口
部分に設けられ、バルーン本体部２２と一体に形成された肉厚な環状部２３，２４からな
っている。このバルーン２１のバルーン本体部２２の両端の開口部分に形成された肉厚の
環状部２３，２４の内径は、弾性部材の通常状態において、前記先端キャップ部３２に設
けられたバルーン先端装着溝３４とバルーン後端装着溝３５の外径よりも小さく形成され
ている。
【０００８】
　この環状部２３，２４を前記バルーン先端装着溝３４とバルーン後端装着溝３５に装着
すると、前記環状部２３，２４の弾性力により前記バルーン先端と後端装着溝３４，３５
に密着して前記バルーン本体部２２の内部を水密的に封止する。この先端キャップ部３２
にバルーン２１を装着後、前記挿入部の送水及び吸水管路から送水吸水溝３３を介して超
音波伝達媒体液をバルーン２１の内部に注入する。
【０００９】
　つまり、前記バルーン２１の環状部２３，２４は、前記バルーン先端と後端装着溝３４
，３５に水密装着される形状と弾性力を有している。又、前記バルーン２１のバルーン本
体部２２の内径は、前記先端キャップ３２の外径よりも若干大きいか、あるいは、バルー
ン本体部２２の形状と略同等の大きさに形成されている。このような形状の前記バルーン
２１のバルーン本体部２２と環状部２３，２４を弾性力に抗して広げて、前記先端キャッ
プ部３２のバルーン先端と後端装着溝３４，３５に装着させることは大変困難であり煩雑
な作業となる。
【００１０】
　この超音波内視鏡の先端キャップ３２へのバルーン２１の装着作業を容易にするための
装着冶具（例えば、特許文献３参照）、及び前記先端キャップ３２に装着しやすい形状の
バルーン（例えば、特許文献４参照）等が提案されている。
【００１１】
　この特許文献３に提案されている装着冶具を用いたり、あるいは、特許文献４に提案さ
れているバルーンを用いることにより先端キャップ３２への装着操作の煩雑性の解消が可
能となる。
【特許文献１】特公平２－５７９３２号公報
【特許文献２】特公平５－１００９８号公報
【特許文献３】実開平３－９１３１２号公報
【特許文献４】実開昭６３－１７２４０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　特許文献３及び４に示されているように、超音波内視鏡の挿入部先端部に超音波伝達媒
体液を充填するバルーンの装着冶具や装着しやすい形状のバルーンが、従来から数々提案
されている。
【００１３】
　しかし、超音波内視鏡の挿入部の先端部３０に装着されたバルーン２１は、体腔内に先
端部３０と共に挿入され、かつ、超音波伝達媒体液が充填されて超音波診断が行われた後
に、体腔内から先端部３０と共に引き抜かれて前記先端部３０から取り外して確実に廃却
処分を行う必要がある。
【００１４】
　この超音波診断後の前記先端部３０から前記バルーン２１の取り外し操作は、一般的に
は、バルーン本体２２を指でつまみ上げて前記環状部２３，２４を先端キャップ部３２の
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バルーン先端と後端装着溝３４，３５から外している。しかし、体腔内において、超音波
診断に使用された前記バルーン２１の表面は、体腔内体液、或いは、先端硬質部３１の観
察窓から投射させた洗浄液などにより濡れている。このために、前記バルーン本体部３２
をつまみ上げる際に滑って取り外しにくくなり、バルーン２１の取り外し作業が繁雑とな
る。
【００１５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、超音波診断終了後の挿入部の先端
部からの取り外しが容易で、かつ、使用済みのバルーンの再利用を確実に回避できる超音
波内視鏡用バルーン装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の超音波内視鏡用バルーン装置は、超音波振動子を含む超音波送受信部が内蔵さ
れ、体腔内に挿入される挿入部の先端部に装着されて超音波伝達媒体液が充填される弾性
部材により形成された超音波内視鏡用バルーン装置において、前記弾性部材により形成さ
れたバルーン本体部と、このバルーン本体部に一体形成され、前記挿入部の先端部の外周
に設けられたバルーン装着溝に弾性装着される肉厚の環状部と、前記バルーン本体部に設
けられた環状部を牽引切断するように、その環状部に埋設された牽引切断部材と、を具備
することを特徴としている。
【００１７】
　本発明の超音波内視鏡用バルーン装置のバルーン本体部は、略袋状に形成され、その袋
状の開口部分に前記肉厚の環状部が形成されていることを特徴としている。
【００１８】
　本発明の超音波内視鏡用バルーン装置のバルーン本体部は、略円筒形状に形成され、そ
の円筒形状の両端の開口部分に前記肉厚の環状部が形成されていることを特徴としている
。　本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の牽引切断部材は、略円筒形状に形成された前
記バルーン本体部の両端に設けられた環状部のいずれか一方に埋設されていることを特徴
としている。
【００１９】
　本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の牽引切断部材は、略円筒形状に形成された前記
バルーン本体部の両端に設けられた環状部にそれぞれに埋設されると共に、前記バルーン
本体部の内部空間に挿通されていることを特徴としている。
【００２０】
　また、本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の牽引切断部材は、前記バルーン本体部の
環状部に埋設され、その環状部から外部に延出された部分に把持部が設けられていること
を特徴としている。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の超音波内視鏡用バルーン装置は、超音波内視鏡診断後の挿入部先端部からの取
り外しを、バルーンの環状部に設けた牽引切断部材を牽引して環状部を切断させることに
より、前記先端部からのバルーンの取り外し作業効率が向上し、取り外されたバルーンは
再使用不能状態であることから、誤った再使用が確実に防止できると共に、バルーンの保
管管理も容易となる効果を有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る超音波内視鏡用バルーン装置の実施形態について、図面を用いて説
明する。最初に、超音波内視鏡の挿入部先端部に内蔵される超音波送受信部には、超音波
振動子をモータにより機械的に回転させて超音波を走査送信させる機械走査式超音波内視
鏡に用いるバルーン装置について図1と図2を用いて説明する。図１は本発明の第１の実施
形態である超音波内視鏡用バルーン装置を機械式超音波内視鏡の挿入部先端部に装着した
状態を示す側面図、図２は本発明の第１の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置を
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示し、図２（ａ）は外観側面図、図２（ｂ）は側面から見た断面図である。なお、図9と
同一部分は、同一符号を付して詳細説明は省略する。
【００２３】
　本発明の第1の実施形態の超音波内視鏡用バルーン装置の構成について、図２を用いて
説明する。本発明のバルーン１１は、ゴムなどの弾性部材により形成され、比較的肉薄な
略円筒形状のバルーン本体部１２と、そのバルーン本体部１２の両端の開口部分に設けら
れ、バルーン本体部１２と一体に形成された肉厚な環状部１３，１４からなっている。
【００２４】
　このバルーン１１のバルーン本体部１２の両端の開口部分に形成された肉厚の環状部１
３，１４の内径は、弾性部材の通常状態において、超音波内視鏡の先端キャップ部３２に
設けられたバルーン先端装着溝３４とバルーン後端装着溝３５の外径よりも小さく形成さ
れている。
【００２５】
　この環状部１３、１４の特定箇所には、１本の糸状の牽引切断部材１５が埋設されてい
る。この牽引切断部材１５の一方端部１５ａは、環状部１３に埋設されて外部に所定寸法
延出され、牽引切断部材１５の他方端部１５ｂは、環状部１４に埋設されて外部に所定寸
法延出され、牽引切断部材１５の中間部は、バルーン本体部１２の内部空間の内壁面に沿
って挿通されている。
【００２６】
　また、前記環状部１３，１４から外部に延出されている牽引切断部材１５の両端部１５
ａ，１５ｂは、術者が把持できる長さに延出している。更に、前記牽引切断部材１５は、
糸状に形成され、前記両端部１５ａ，１５ｂを牽引した際に、前記バルーン１１の環状部
１３，１４が切断できる部材により形成されている。つまり、前記バルーン１１の環状部
１３，１４には、牽引操作により前記環状部１３，１４を切断可能な牽引切断部材１５が
埋設されている。
【００２７】
　このような構成のバルーン１１は、従来と同様なバルーン装着冶具を用いて、図１に示
すように、前記超音波内視鏡の挿入部の先端部３０に設けられている超音波送受信部を内
蔵する先端キャップ部３２に装着する。この先端キャップ部３２に装着されたバルーン１
１は、環状部１３，１４が前記先端キャップ部３２のバルーン先端装着溝３４とバルーン
後端装着溝３５に装着され、前記バルーン１１の環状部１３，１４の弾性力により前記バ
ルーン先端と後端装着溝３４，３５に水密装着される。
【００２８】
　この先端キャップ部３２にバルーン１１を装着後、前記挿入部から連通されている送水
吸水管路から送水吸水溝３３を介して、バルーン本体部１２の内部に超音波伝達媒体液を
注入する。このバルーン本体部１２に超音波伝達媒体液が注入された状態により超音波診
断が行われる。
【００２９】
　次に、超音波診断が終了して、超音波内視鏡の挿入部が体腔内から引き抜かれ、かつ、
バルーン本体部１２に注入されていた超音波伝達媒体液が排出された後、前記挿入部３０
の先端キャップ部３２に装着されている前記バルーン１１を取り外す。この先端キャップ
部３２からのバルーン１１の取り外しは、前記先端キャップ部３２のバルーン先端装着溝
３４とバルーン後端装着溝３５に密着装着されている前記バルーン１１の環状部１３，１
４からそれぞれ延出されている牽引切断部材１５の端部１５ａ，１５ｂを把持して、図１
の図中の矢印方向に牽引する。この牽引切断部材１５の端部１５ａ，１５ｂの牽引により
前記環状部１３，１４が切断されると、この環状部１３，１４の弾性力が崩壊されてバル
ーン本体部１２を先端キャップ部３２から簡単に取り外すことができる。
【００３０】
　よって、この先端キャップ部３２から取り外したバルーン１１の環状部１３，１４は、
牽引切断部材１５により切断されているために、先端キャップ部３２への再装着が不可能
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となり、かつ、一目で使用済みであることの判定が可能となる。
【００３１】
　また、前記先端キャップ部３２に前記バルーン１１を装着する際に、前記先端キャップ
部３２に内蔵されている超音波送受信部の基準位置、つまり、先端キャップ部３２の向き
と、前記バルーン１１の牽引切断部材１５の位置を合わせて装着させる。これにより、超
音波画像中にバルーン１１の牽引切断部材１５により反射された反射超音波により生成し
た牽引切断部材１５の画像表示でき、この牽引切断部材１５の画像表示により超音波画像
における先端キャップ３２の向きが判別できる。
【００３２】
　以上説明したように、本発明の超音波内視鏡用バルーン装置は、バルーン１１の両端の
環状部１３，１４に牽引切断部材１５を埋設させたことにより、超音波内視鏡の挿入部の
先端部３０の先端キャップ部３２への装着は、従来と同じ装着冶具が使用でき、超音波内
視鏡診断が終了後、前記バルーン１１の牽引切断部材１５を牽引して環状部１３，１４を
切断することにより先端キャップ部３２からバルーン１１が簡単に取り外せる。この取り
外したバルーン１１の環状部１３，１４は、切断されているために再使用が確実に防止で
きる。又、先端キャップ部３２にバルーン１１を装着する際に、牽引切断部材１５の位置
と、先端キャップ部３２の基準位置とを合わせることにより、超音波画像における先端キ
ャップ部３２の向きが判別可能となる。
【００３３】
　次に、本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の第１の実施形態の第１の応用例について
、図３を用いて説明する。なお、図１、図２と同一部分は、同一符号を付して詳細説明を
省略する。この第１の応用例のバルーン１１－１は、バルーン本体部１２の両端の開口部
に設けられた環状部１３，１４のうち、一方の環状部１３の特定箇所に牽引切断部材１５
を埋設させている。つまり、この一方の環状部１３に埋設された牽引切断部材１５の一方
端部１５ａは前記環状部１３の外方に延出させ、他方端部１５ｂはバルーン本体部１２の
内部空間から他方の環状部１４の開口から外部に延出させている。
【００３４】
　このような構成のバルーン１１－１は、超音波内視鏡の先端部３０の先端キャップ部３
２に従来と同様な装着冶具を用いて装着する。前記先端キャップ部３２から取り外す場合
は、前記牽引切断部材１５の一方端部１５ａを牽引して、一方の環状部１３を切断し、か
つ、前記牽引切断部材１５の他方端部１５ｂを牽引して他方の環状部１４を前記先端キャ
ップ部３２のバルーン後端装着溝３５から取り外し装着を解除する。これにより、前述し
た第１の実施形態と同様に、簡単にバルーン１１－１を先端キャップ部３２から取り外せ
ると共に、再使用の防止と、先端キャップ部３２の向き判定が可能となる。
【００３５】
　なお、この第１の応用例において、前記牽引切断部材１５の一方端１５ａを埋設する環
状部１３を環状部１４に変え、前記牽引切断部材１５の他方端１５ｂをバルーン本体部１
２の内部空間を挿通させて外部に延出させる環状部１４を環状部１３に変えても同様な効
果が得られる。
【００３６】
　次に、本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の第１の実施形態の第２の応用例について
、図４を用いて説明する。なお、図１、図２と同一部分は、同一符号を付して詳細説明を
省略する。この第２の応用例のバルーン１１－２は、バルーン本体部１２の両端の開口部
分に設けられた環状部１３，１４のうち、一方の環状部１３の特定箇所に両端が外部に延
出した牽引切断部材１６ａを埋設させ、他方の環状部１４の特定箇所に両端が外部に延出
した牽引切断部材１６ｂを埋設させている。この牽引切断部材１６ａと牽引切断部材１６
ｂは、それぞれ独立しており、連結されていない。つまり、この一方の環状部１３に埋設
された牽引切断部材１６ａの両端部を把持して牽引することにより環状部１３が切断され
る。又、他方の環状部１４に埋設された牽引部材１６ｂの両端部を把持して牽引すること
により環状部１４が切断される。
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【００３７】
　このような構成のバルーン１１－２は、超音波内視鏡の先端部３０の先端キャップ部３
２に従来と同様な装着冶具を用いて装着する。前記先端キャップ部３２から取り外す場合
は、前記牽引切断部材１６ａ，１６ｂをそれぞれ牽引して、環状部１３、１４を切断する
。これにより、前述した第１の実施形態、及び第１の応用例と同様に、簡単にバルーン１
１－２を先端キャップ部３２から取り外せると共に、再使用の防止が可能となる。
【００３８】
　次に、本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の第１の実施形態の第３の応用例について
、図５を用いて説明する。なお、図１と図２と同一部分は、同一符号を付して詳細説明を
省略する。この第３の応用例のバルーン１１－３は、バルーン本体部１２の両端部分の開
口に設けられた一方の環状部１３のみの特定箇所に両端部が外部に延出した牽引切断部材
１７を埋設させている。
【００３９】
　このような構成のバルーン１１－３は、超音波内視鏡の先端部３０の先端キャップ３２
に従来と同様な装着冶具を用いて装着する。前記先端キャップ部３２から取り外す場合は
、この一方の環状部１３に埋設された牽引切断部材１７の両端部を把持して牽引すること
により環状部１３が切断される。この一方の環状部１３が前記牽引切断部材１７により切
断されたバルーン１１－３は、バルーン本体部１２を把持して他方の環状部１４を先端キ
ャップ部３２のバルーン後端装着溝３５との装着を解除させる。これにより、前述した第
１の実施形態及び第１と２の応用例と同様に、簡単にバルーン１１－３を先端キャップ部
３２から取り外せると共に、再使用の防止が可能となる。なお、前記牽引切断部材１７が
埋設される環状部１３を環状部１４に変えても同様な効果が得られる。
【００４０】
　次に、本発明の超音波内視鏡用バルーン装置の第２の実施形態について、図６と図７を
用いて説明する。なお、この第２の実施形態に用いられる超音波内視鏡は、挿入部の先端
部３０ａの超音波送受信部３２ａの内部に、複数の超音波振動子を扇形に配置させ、その
複数の超音波振動子を電気的に順次切替駆動させて、超音波を走査させるコンベックス走
査タイプである。
【００４１】
　図６は本発明の第２の実施形態である超音波内視鏡用のバルーン装置をコンベックス走
査タイプの超音波内視鏡の挿入部先端部に装着された状態を示す側面図、図７は本発明の
第２の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置を示し、図７（ａ）は外観側面図、図
７（ｂ）は側面から見た断面図である。
【００４２】
　この第２の実施形態の超音波内視鏡用バルーン装置に設けられるコンベックス走査タイ
プの超音波内視鏡は、図６に示すように、超音波内視鏡の挿入部の先端部３０ａには、図
示していない、観察窓、鉗子窓、送水送気開口、吸水吸気開口等が設けられた先端硬質部
３１ａと、この先端硬質部３１ａから連設して突出形成されたコンベックス走査タイプの
超音波送受信部３２ａとから構成されている。この超音波送受信部３２ａの後端側の前記
先端硬質部３１ａと連設されている外周には、後述するバルーン１７が装着されるバルー
ン装着溝３５ａが設けられている。このバルーン装着溝３５ａの近傍の超音波送受信部３
２ａ側に超音波伝達媒体液の送水及び吸水用の送水吸水溝３３ａが設けられている。この
送水吸水溝３３ａは、図示していないが、前記先端硬質部３１ａから挿入部に設けられて
いる超音波伝達媒体液の送水及び吸水管路に連通されている。
【００４３】
　このような構成のコンベックス走査タイプの超音波内視鏡の超音波送受信部３２ａに装
着されるバルーン１７について、図７を併用して説明する。このコンベックス走査タイプ
の超音波内視鏡に用いるバルーン１７は、超音波送受信部３２ａの外周全面を覆うように
袋状の形状に、ゴムなどの弾性部材により肉薄に形成されたバルーン本体部１８と、この
袋状のバルーン本体部１８の開口部分に設けられた肉厚の環状部１９とが一体に形成され
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ている。このバルーン１７の環状部１９は、先端部３０ａのバルーン装着溝３５ａの外径
よりも小さい内径に形成されて、弾性部材の弾性力によりバルーン装着溝３５ａに水密的
に装着されるようになっている。また、バルーン本体部１８は、環状部１９が先端部３０
ａのバルーン装着溝３５ａに装着された際に、先端ギャップ部３２ａの外周全面を覆う形
状と寸法に形成されている。
【００４４】
　このバルーン１７の環状部１９の特定箇所には、１本の糸状の牽引切断部材２０が埋設
されている。この牽引切断部材２０の両端は、埋設された環状部１９から外部に所定寸法
延出されている。この牽引切断部材２０は、環状部１９から延出されている両端、あるい
は一方端を把持して牽引して環状部１９を切断するものである。
【００４５】
　このような構成のバルーン１７を先端部３０ａの超音波送受信部３２ａに従来と同じ装
着冶具を用いて装着させ、体腔内に挿入し、このバルーン１７の内部に超音波伝達媒体液
を充填して超音波観察が行われ、超音波観察後に超音波送受信部３２ａからバルーン１７
を取り外す際には、環状部１９から延出している牽引切断部材２０の端部を牽引して環状
部１９を切断させることで、バルーン１７が超音波送受信部３２ａから容易に取り外すこ
とができ、かつ、取り外したバルーン１７の環状部１９は切断されているために、再使用
が不能となり前述した第１の実施形態と同様な効果を有している。
【００４６】
　次に、本発明の第３の実施形態の超音波内視鏡用バルーン装置について、図８を用いて
説明する。
【００４７】
　前述した本発明の第１と第２の実施形態において、バルーン１１，１７の環状部１３，
１４，１９にそれぞれ埋設した牽引切断部材１５，２０の環状部１３，１４，１９から外
部に延出された端部を牽引して環状部１３，１４，１９を切断させると説明した。
【００４８】
　しかし、この牽引切断部材１５，２０は、体腔内に挿入されて、体液や洗浄液などによ
り濡れており、牽引切断部材１５，２０を牽引した際に滑りやすく把持しにくいかったり
、あるいは、牽引切断部材１５，２０の牽引方向により環状部１３，１４，１９から牽引
切断部材１５，２０が抜けてしまうことも考えられる。
【００４９】
　そこで、図８に示すように、バルーン本体部１２，１８のそれぞれの環状部１３，１４
、１９に埋設させた牽引切断部材１５，２０の環状部１３，１４，１９から外部に所定の
寸法延出させた両端部分に結び目２０ａ，２０ｂを形成させる。この結び目２０ａ，２０
ｂが牽引時の滑り止め、及び環状部１３，１４，１９からの抜け止めとして作用して、環
状部１３，１４，１９の切断が容易となる。
【００５０】
　なお、この結び目２０ａ，２０ｂに変えて、図示していないが、牽引切断部材１５，２
０の線形を扁平化した扁平部、あるいは、こぶ状の変形部を形成することで同様な作用が
得られる。
【００５１】
　つまり、環状部１３，１４，１９に埋設されて外部に延出されている索引切断部材１５
，２０に結び目、扁平部、あるいはこぶ状の変形部などの把持部を設け、この把持部を把
持して牽引することで、スベリ止め及び抜け止めとなり環状部１３，１４，１９の切断が
容易となる。
【００５２】
　［付記］
　以上詳述した本発明の実施形態によれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００５３】
　（付記１）　超音波振動子を含む超音波送受信部が内蔵され、体腔内に挿入される挿入
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部の先端部に装着されて超音波伝達媒体液が充填される弾性部材により形成された超音波
内視鏡用バルーン装置において、
　前記弾性部材により形成されたバルーン本体部と、
　このバルーン本体部に一体形成され、前記挿入部の先端部の外周に設けられたバルーン
装着溝に弾性装着される肉厚の環状部と、
　前記バルーン本体部に設けられた環状部を牽引切断するように、その環状部に埋設され
た牽引切断部材と、
　を具備することを特徴とした超音波内視鏡用バルーン装置。
【００５４】
　（付記２）　前記バルーン本体部は、略袋状に形成され、その袋状の開口部分に前記肉
厚の環状部が形成されていることを特徴とした付記１記載の超音波内視鏡用バルーン装置
。
【００５５】
　（付記３）　前記バルーン本体部は、略円筒形状に形成され、その円筒形状の両端の開
口部分に前記肉厚の環状部が形成されていることを特徴とした付記１記載の超音波内視鏡
用バルーン装置。
【００５６】
　（付記４）　前記牽引切断部材は、略円筒形状に形成された前記バルーン本体部の両端
に設けられた環状部のいずれか一方に埋設されていることを特徴とした付記３記載の超音
波内視鏡用バルーン装置。
【００５７】
　（付記５）　前記牽引切断部材は、略円筒形状に形成された前記バルーン本体部の両端
に設けられた環状部にそれぞれに埋設されると共に、前記バルーン本体部の内部空間に挿
通されていることを特徴とした付記３記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【００５８】
　（付記６）　前記牽引切断部材は、前記バルーン本体部の環状部に埋設され、その環状
部から外部に延出された部分に把持部が設けられていることを特徴とした付記１乃至５の
いずれかに記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【００５９】
　（付記７）　前記バルーン本体部の内部空間に挿通させた牽引切断部材と、前記超音波
内視鏡の挿入部の先端部の基準位置とを一致させて、前記バルーン本体部を前記超音波内
視鏡の挿入部の先端部に装着させることを特徴とした付記１乃至５のいずれかに記載の超
音波内視鏡用バルーン装置。
【００６０】
　（付記８）　前記牽引切断部材は、前記バルーン本体部の両端に設けられた肉厚の環状
部が切断可能な糸状の部材により生成されていることを特徴とした付記１乃至付記７のい
ずれかに記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【００６１】
　（付記９）　前記牽引切断部材に設けられた把持部は、結び目、扁平部、あるいはこぶ
状の変形部などであることを特徴とした付記６記載の超音波内視鏡用バルーン装置。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の第１の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置を超音波内視鏡の挿
入部先端部に装着された状態を示す側面図。
【図２】本発明の第１の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置の構成を示し、図２
（ａ）は外観側面図、図２（ｂ）は側面から見た断面図。
【図３】本発明の第１の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置の第１の応用例の構
成を示す断面図。
【図４】本発明の第１の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置の第２の応用例の構
成を示す断面図。
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【図５】本発明の第１の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置の第３の応用例の構
成を示す断面図。
【図６】本発明の第２の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置を超音波内視鏡の挿
入部先端部に装着された状態を示す側面図。
【図７】本発明の第２の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置の構成を示し、図７
（ａ）は外観側面図、図７（ｂ）は側面から見た断面図。
【図８】本発明の第３の実施形態である超音波内視鏡用バルーン装置の構成を示す環状部
の拡大断面図。
【図９】従来の超音波内視鏡用バルーンを超音波内視鏡の挿入部先端に装着された状態を
示す側面図。
【符号の説明】
【００６３】
　１１　　バルーン
　１２　　バルーン本体部
　１３、１４　　環状部
　１５　　牽引切断部材
　３０　　超音波内視鏡挿入部
　３１　　先端硬質部
　３２　　先端キャップ部
　３３　　送水吸水溝
　３４、３５　　バルーン装着溝
　代理人　弁理士　伊藤　進

【図１】 【図２】



(11) JP 4488300 B2 2010.6.23

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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